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はじめに

水素は水素原子（H）と水素分子（H2）を意味す
る．ここで述べる水素ガスは水素分子の意味であり，
英語では molecular hydrogenや hydrogen gasと表記
される．水素ガスは無臭・無色，可燃性であり活性
酸素を減少させるが生体に対しての毒性はない 1）．
水素ガス吸入療法には，吸引法 2, 3）や飲用 4, 5），

静脈注射法 6）（生理食塩水に溶かした水素ガスを用
いる），水素風呂 7）が知られている．
水素ガスを水に溶解させた飲料型の水素水が商品
化されている．しかし，低分子である水素ガスは容
器を透過して拡散され易い．その上，容器開封後水
素ガスは直ちに空気中に拡散するのでコップに移し
てゆっくり飲んでいると水素ガス濃度は減少するこ
ととなる．その欠点を補うのが水素ガス吸入法や静
脈注射法である．発生させた水素ガス単体あるいは
酸素と混ぜて体内に吸収させるものである 8）．
我々動物は呼吸により発生したエネルギーを用い

て生命活動を行っている．呼吸により取り込まれた
酸素は細胞内の糖と結びついて炭酸ガスと水に分解
する．その際エネルギーが発生する．この時に一部
の酸素は水素を余分に取り込んで過酸化水素やヒド
ロキシラジカルなどの活性酸素となり酸化ストレス
の原因となる．活性酸素は強い酸化作用を持ち，増
えすぎると細胞や DNAにダメージを与えて老化や
病気の原因になるとされている 9）．この活性酸素を
消去する抗酸化物質が水素ガスである 1, 2）．そして，
水素ガスは抗酸化作用と抗炎症作用により，老化を
抑えて健康寿命を高めるとしている 10）．
急性酸化ストレスは過度な運動や炎症，虚血，再
灌流障害，外科出血，臓器移植など色々な状態で起
こる 11, 12）．水素ガス吸入療法は脳，心臓などの多く
の疾患で酸化ストレスが原因とされる病気に対して
抗炎症，抗アポトーシス効果があるとされている 13-15）．
動物実験の報告であるが，水素ガス療法は脳や心
臓の再灌流障害の軽減 2, 16），中枢神経細胞を活性化
させて認知能力向上させるとしている 17）．また，
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パーキンソン病 18）やアルツハイマー病 19）の治療効
果が認められた．しかし，臨床例ではパーキンソン
病患者 20人が 4週間水素水を飲用したが良い結果
が得られなかった 20）．
脳や心臓以外でも水素ガス吸引療法は肥満により
起こる糖尿病や脂肪肝の予防効果 21），肝硬変の軽
減 4），肝臓機能の快復 22），リュウマチの活動を鈍ら
せる 23）あるいは熱傷における急性肺障害の軽減 24）

など報告がある．
これら上記した水素ガス療法の効果は入院患者や
代謝性疾患に対する治療効果の可能性を示唆したも
のである．しかしながら，日々生活を営む中でヒト
に対してどのような効果があることを述べているも
のはほとんど見当たらない．また，水素ガス吸引機
器は医療機器だけではなく家庭用としても作られて
おり，臨床以外にも幅広い効果が期待されている．
そこで，水素ガス療法がヒトに対してどのような効
果があるのかをスクリーニングする目的でアンケー
ト調査を実施した．水素ガス吸入器が置いてあるス
ポーツ施設や美容サロン，接骨院を中心としてそこ
に通う方に被験者となって頂いた．その結果，水素
ガスが QOL（生活の質）を高める効果あることが
明確になったので報告する

対象および方法

（対象）水素吸引器の設置場所としては水素ス
テーションや美容サロン，健康サロン，接骨院，ス
ポーツ施設である．このような水素吸入器が設置し
てある場所に「HYDRO OXY SPAアンケート用紙」
（図 1）を設置して 2か月後に回収した．アンケー
トを書いて頂いた被験者数は 103人であり，男 30，
女 73人であった．利用回数は多い被験者は 100回
以上の方が 10人（3％）いるが，平均は 30～50回
であった．
（方法）水素吸入器は「HYDRO OXY SPA」を用
いた（図 2A）．この機器により電気分解で発生した
水素ガス濃度は 20,000ppmである．この発生した水
素イオンをマイク式吸引器により肺に吸引する（図
2B）．水素ガスを 1日 1回 20分，1回あたりの水素
イオン摂取量は通常の水素水（1.6ppm）で換算する
と 500ml容器で 100本に相当することとなる．こ
の計算は本水素吸入器のものであり，各社の水素吸
引器の吸引時水素イオン濃度は同じではない．

結果および考察

水素ガス吸引法の効果についてアンケートを提出

してくれた被験者は女 68人男 35人，全体で 103人
であった．103人中 74人 72%に効果が見られた．
水素ガス吸引を行う理由としては体調や肌の調子が
悪いと感じている 63人，興味がある 24人，先生に
勧められた被験者 16人であった．体調不良により
水素ガスを吸引した被験者 63人中 60人に効果が見
られた．接骨院の先生に勧められた 16人中わずか
3人しか効果が見られなかった（表 1）．その理由と
しては，被検者の多くは膝や腰などの痛みの治療の
為に通院している．痛みの軽減が接骨院での治療効
果なのか，水素ガス吸引による効果なのかは明瞭で
ない．結果として，被験者は水素ガスの効果がなし
となったと思われる（表 1）．
被験者 103人の年齢は 10～82歳であった．10歳

代が 2人いたが，10～39歳の被験者は 106人中 7
人と極めて少ない．被験者の年齢層は 40～69歳が
7割を占めている．その年齢層と体調不良を訴えた
被験者の数を示したのが表 2である．体調不良を訴
える被験者はどの年齢層にも 4～6割見られるが，
70歳以上では 14人中 14人で 100％であった．
アンケート調査により明らかになった体調と肌不
良の項目を表 3に示した．この項目は同一被験者が
多数の項目を示したので被験者数とは一致しない．

疲労感と睡眠障害

疲労と睡眠は相互作用があり，睡眠時間が短いな
どの睡眠障害により疲労感が増す．疲労感を感じて
いる被験者の中には同時に不眠を訴えているものも
含まれている．睡眠障害を訴えている 16人中 14人
に睡眠障害が治ったとしている．
疲労感を感じている被験者は 103人中 52人と約
半数である．そのほとんどの被験者 50人に水素ガ
ス吸引により，疲労感が感じなくなったと答えてい
る．疲労とは「だるい」「疲れ」と感じる自覚症状
である．原因としては多義にわたり腫瘍，腎疾患，
肝疾患，薬物中毒など多くの疾患との関わりがある
が，本被験者にこのような疾患は持っていない．ま
た，精神的あるいは肉体的な疲労はうつ病，不安症
になることもある 25）．疲労の原因はともかくとして，
水素ガス吸引により疲労感や睡眠障害が消えたこと
は日常生活に重要なことである．付け加えるに，眼
精疲労を感じている 22人は全て水素ガス吸入で回
復していた．

気分障害（感情障害）

気分障害は精神疾患の一つでありうつ病と躁うつ
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ＨＨＹＹＤＤＲＲＯＯ ＯＯＸＸＹＹ ＳＳＰＰＡＡ アアンンケケーートトごご協協力力ののおお願願いい

この度は弊社取扱機器の「ＨＹＤＲＯ ＯＸＹ ＳＰＡ」をご利用いただき、誠にありがとうございます。
今後の参考のため、お客様の皆様にアンケートをお願いしております。
お忙しいところ恐れ入りますが、下記のアンケートにご協力いただき、ご意見をお聞かせ願えますと幸いです。

おお客客様様ににつついいてて

お名前 性 別 □□男性 □□女性

年 齢 □□ 代 □□ 代 □□ 代 □□ 代 □□ 代 □□ 代 □□ 代以上

ご職業 □□主婦 □□会社員 □□公務員 □□自営業 □□学生 □□アルバイト □□その他（ ）

 水水素素吸吸引引ををごご利利用用いいたただだききままししたた回回数数をを教教ええててくくだだささいい。。

ご利用回数 （ ）回

 水水素素吸吸引引ををごご利利用用いいたただだききままししたたききっっかかけけをを教教ええててくくだだささいい。。

□□体調やお肌の調子が悪かったから □□興味があったから □□先生に勧められたから

□□その他（ ）

 でで「「体体調調ややおお肌肌のの調調子子がが悪悪かかっったたかからら」」ををチチェェッッククさされれたた方方はは、、下下記記項項目目かからら当当ててははままるる症症状状をを教教ええ

ててくくだだささいい。。（（複複数数回回答答可可））

□□疲労 □□筋肉痛 □□眼精疲労 □□不眠症 □□ストレス □□肩こり □□腰痛 □□冷え性 □□ダイエット

□□シミ・シワ □□肌荒れ・にきび □□くすみ □□肌の赤み □□クマ □□毛穴 □□アンチエイジング

□□アレルギー アトピー、花粉症など □□生活習慣病 糖尿病、動脈硬化など □□二日酔い □□血行促進

□□歯周病 □□記憶力・学習能力の向上 □□その他（ ）

 でで回回答答いいたただだききままししたた症症状状ににつついいてて、、水水素素吸吸引引後後、、効効果果をを感感じじらられれたた方方はは下下記記項項目目かからら当当ててははままるる症症

状状をを教教ええててくくだだささいい。。（（複複数数回回答答可可））

□□疲労 □□筋肉痛 □□眼精疲労 □□不眠症 □□ストレス □□肩こり □□腰痛 □□冷え性 □□ダイエット

□□シミ・シワ □□肌荒れ・にきび □□くすみ □□肌の赤み □□クマ □□毛穴 □□アンチエイジング

□□アレルギー アトピー、花粉症など □□生活習慣病 糖尿病、動脈硬化など □□二日酔い □□血行促進

□□歯周病 □□記憶力・学習能力の向上 □□その他（ ）

 水水素素吸吸引引にに対対すするる全全体体的的なな満満足足度度をを教教ええててくくだだささいい。。

□□とても満足 □□満足 □□どちらとも言えない □□不満 □□とても不満

 水水素素吸吸引引ををごご家家族族やや友友人人にに勧勧めめたたいいとと思思いいまますすかか？？

□□とても思う □□思う □□どちらとも言えない □□あまり思わない □□とても思わない

 水水素素吸吸引引ををここれれかかららもも続続けけたたいいとと思思いいまますすかか？？

□□とても思う □□思う □□どちらとも言えない □□あまり思わない □□とても思わない

アンケートは以上です。
個人情報の保護に基づき、本アンケートは厳重に保管し、いただきました情報をもとに今後の参考にさせてい
ただきます。ご協力いただき、誠にありがとうございました。

図 1　アンケート用紙
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病が含まれる．気分障害は日常生活，仕事を含めた
社会生活に悪い影響を与える．抗うつ剤や抑制剤は
安全性が高いとは言え副作用の問題が残る．水素ガ
ス療法が気分障害に効果があるとの動物実験から示
唆されているが，ヒトの気分障害に効果があるかは
不明である．
慢性的にストレスを与えて作ったマウスに 1日 4ml

の水素水（1.6ppm）でうつ病や不安障害を取り除い
たとの報告がある 26, 27）．また，マウス実験からうつ
病様行動が水素ガス吸引により治ったとの報告もあ
る 28-30）．ヒトでも水素水により自律神経改善，気分
（感情）障害，心配性が治ったとの報告がある 31）．
今回のアンケート調査では，被験者に気分障害や心
配性を訴えたものはいなかったのは残念である．

鎮痛効果

神経障害による痛覚過敏にしたラット実験から，
水素ガス吸入療法により鎮痛効果が報告されてい 
る 32）．また，ヒトでも肝がん治療の副作用で起こ
る痛みを軽減させたとの報告もある 33）．
痛みには神経や組織の傷によるものであり，急性
や慢性の痛みなどいくつかの症例にわかれる．整骨
院に通院していない被験者の 12人に腰や膝など筋
骨格系の痛みを訴えていた．このうち 8人（68%）
に鎮痛効果が見られた．アンケートからでは急性あ
るいは慢性の痛みなのかは明確ではない．また，一
例であるがばね指で整形外科に通っていて治らな
かった被験者が水素ガス吸引 3回で治ったとの報告
もあった．少なくとも，神経系や筋骨格系の痛みに

図 2B　実際に水素ガスを吸入している状態

図 2A�　本調査に使用した水素ガス
吸入器「HYDRO OXY SPA」
（株式会社クレア製）

表１　水素ガス吸引きっかけと効果の関係

きっかけ 効果あり 効果なし 計
体調や肌の
調子が悪い 60人 3人 63人

興味があった 11人 13人 24人
先生に勧められた 3人 13人 16人

表 2　被験者の年齢分布と体調不良の関係

年齢 10～
 39歳

40～
 49歳

50～
 59歳

60～
 69歳

70歳
以上

被験者 7人 21人 34人 27人 14人
体調不良 3人 13人 21人 12人 14人

表 3　体調や肌の不調などに対する水素ガス吸引効果

症状 患者数 効果あり（%）
疲労 52人 50人（96%）
眼精疲労 22人 22人（100%）
睡眠障害 16人 14人（87%）
冷え性 18人 14人（78%）
痛み 12人 8人（67%）
肩こり 23人 14人（60%）
アレルギー 9人 7人（78%）
高血圧症 1人 1人（100%）
肌荒れ 15人 11人（73%）
しみ，くすみ 14人 9人（64%）
二日酔い 5人 5人（100%）
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水素ガス吸引法は効果があるようである．

アレルギー

花粉症を含めたアレルギー性鼻炎に水素ガスを吸
入したところ，被験者 9人中 7人（78%）に症状が
軽くなったとの効果が見られた．水素ガスの効果は
動物モデルからも確かめられており，吸入後に IL-4, 
IL-13などの炎症性サイトカインが減少する 34, 35）．
アレルギー性反応に直接関係している IgEの低下 34）

および炎症促進因子である単球走化性たんぱく質
（MCP-1）の低下 35）が報告されている．

肥満，脂質異常症の効果

水素ガス療法は血中 LDL-Cレベルの減少と HDL
機能の促進 が報告され脂質異常症に効果があると
の報告がある 36）．また，水素水を長い期間マウスに
飲ますとエネルギー代謝が高まり，体重や中性脂肪
を減少するとしている 37）．被験者には脂質異常症や
肥満について言及しているアンケートは見られなかっ
た．加えるに，被験者に体重が減少したとの報告も
なかった．

血圧降下作用

一例であるが，高血圧症と診断された患者が 42
回水素ガスを吸引したところ血圧が 150/90が
120/70mmHgと下がり，薬の量が半分になった．実
験的に高血圧ラットに 1日 1時間水素ガス吸入を 4
週間続けると，血圧が下がったとの報告がある 38）．
血液中に増加した活性酸素を取り除く事により血液
循環が良くなったものと考えられる．また，冷え性
が 18人中 14人（78%）改善された．このことも循
環動態が改善されたことを意味している．

皮膚と美容

マウスに昼間紫外線を当てた群と昼間紫外線を当
て，夜に水素ガスを吸引させた群を比較した実験が
ある．紫外線を当てた群ではコラーゲンの変性，
DNA損傷などのヒフ光老化を起こしていた．しか
し，水素ガスを吸引させると光老化を抑制した 39）．
この結果は紫外線によるシワ，角質化や DNA損傷
を毎日水素ガスを吸引することでヒトでも同じ効果
があることが示唆されたものである．ヒトでも乾癬，
アトピー性皮膚炎などの皮膚疾患ならびに老化に伴
う角質化やシワの効果が報告されている 40）．
アンケート調査からも肌荒れやブツブツ，赤みを
訴えていた 15人中 11人に水素ガス吸入による効果

が見られた．また，シミ，くすみも 14人中 9人に
効果が見られた．

二日酔い

二日酔いは疲労と衰弱，吐き気，うつ状態，睡眠
不足，めまいなど多くの症状がでることが知られて
いる 41）．しかしながら，二日酔いの原因は血中のア
ルデヒド，自律神経の乱れ，脱水症状など多くの説
があるが，未だ理解には不十分であるとしている 42）．
そして，二日酔いには活性酸素が増加することが原
因であると述べている 41, 42）．

5人の被験者が二日酔いの状態の時に水素ガスを
吸引したとアンケートにあった．この 5人全員が水
素ガス吸引後 10分で二日酔いの気持ち悪さや頭痛
が軽減したとしている．水素ガス吸引により体内の
活性酸素を減じる事により二日酔いが治ったものと
考えた．民間療法としての二日酔いの薬はあるが，
特効薬は見つかってはいない．この水素ガス吸引法
は二日酔いの特効薬になるものと信じている．最も，
二日酔いの特効薬は酒を飲みすぎなければ良い話で
あるが．

老化に伴う病気

慢性あるいは持続する酸化ストレスは老化を早め，
生活習慣病 9）やがん 9, 39），糖尿病 43），循環器系 44），
血管 45）などの病気と密接に関係していることが知
られている．それ故，水素ガス療法は活性酸素（酸
化ストレス）を減少・抑える働きがあり，病気にな
らない為の予防効果が期待されるものである 10）．

まとめ（QOL を高める水素ガス療法）

水素ステーションや美容サロン，健康サロン，接
骨院，スポーツ施設で水素ガス吸入器を用いた被験
者にアンケート調査した．これら被験者は健康寿命
を保っているヒトである．

QOL: quality of lifeは「生活の質」との日本語訳
がある．ここで問題とする QOLは健康関連 QOL
（health-related QOL）とする．QOLは加齢による身
体機能の低下や痛み，気分の落ち込みと密接に関係
している 46）．また，痛みは元気を失くし不眠，不安
を促し精神状態と行動共に影響を与え 47）QOL低下
させるとしている 48）．今回のアンケート調査から水
素ガス療法は疲労感，睡眠障害，冷え性，二日酔い
の改善，痛みやアレルギー性鼻炎の緩和だけではな
く，肌荒れやシミ，くすみなどの美容効果も見られ
た．これらの水素ガス吸引の効果は QOLを高める
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のに十分な効果があったと考える．
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